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	＜概要＞
	隕石に記録された放射壊変年代(アルゴン年代※1)はその隕石の母天体がその時刻に1000 Kの高温にさらされた時刻を示します。多くの隕石は初期の太陽系で母天体が冷え固まった時刻、すなわちおよそ45–46億年前の年代を示しますが、一部の隕石は若い年代を示します。母天体を1000 Kまで加熱する過程は天体衝突しか考えられません。したがって、若い年代を示す隕石群の年代頻度の時間変化は太陽系天体の衝突史とみることができ、初期太陽系の軌道進化史の制約条件として利用されてきました。
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